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　共感から始まる助け合い
秋田・石井　沙英
私には九十歳になる曾祖母がいます。耳は少し遠くなりましたが、とても元気で、天気のよい日は遠くまで散歩をしています。
私の家は四世代六人家族です。曾祖母と祖母、両親と兄と私で一緒に暮らしています。
曾祖母は私が小さいときからとてもよくしてくれました。今でも私が学校から帰ってくると必ず、腰の曲がった体で玄関まで迎えに来てくれます。そして私に「お帰り」と笑顔で言ってくれます。これは私が物心ついたときからずっと続いています。

小学校一年生の頃初めて友達の家に遊びに行ったとき、そこの家には曾祖母のような存在がいないことに私はとても驚きました。みんながみんな、家に帰ると「お帰り」と迎えてもらえるわけではないんだ、と初めて知りました。それからは、曾祖母が迎えてくれることをありがたいと感じるようになりました。
しかし、小学校高学年になると「おばあちゃん子」とからかわれるのが嫌で、曾祖母が迎えてくれることを少し恥ずかしく思うようになりました。学校のことや日常生活のことなどあれこれ聞かれると、
「うるさいなぁ、関係ないでしょ。」
と心にもない言葉を投げつけてしまいます。
その頃は、どうせ家族もみんな、私のことなどなんとも思ってないんだろう、とふてくされた気持ちでいました。
そんなある日、学校で友達との関係がうまくいかず、苛々しながら帰路についたことがありました。家に着いても、心に余裕のなかった私は、いつものように「ただいま」のあいさつすることができず、素っ気ない態度をとってしまいました。
すると曾祖母はおやつを出してくれて、それを食べているうちに、学校であった様々なことを少しずつ話せるようになりました。それを黙って聞いていた曾祖母が、
「家族みんな沙英のこと大好きだよ。」

と言ってくれました。

それを聞いて私は心がとても軽くなりました。そして家族をこれまで以上にかけがえのない存在と思えるようになりました。

今年に入り、親に虐待された子どもが命を落としてしまう、という悲しいニュースが何度かありました。なぜ親が、一番かわいいはずの我が子を傷つけてしまうのでしょう。

周囲からの助けを得られず子育てすることに疲れてしまった、理不尽な暴力をなんとか正当化したかったなど、虐待には様々な原因があります。苦労の多い子育てを続けていく中でたまったストレスが、出口を失ってあふれてしまったのが虐待だ、そう考えると、私たちの誰もが加害者になり得る危うさを抱えていることに気付きます。

もし身近な人の支援があれば幼い命が奪われずに済んだかも知れない、私が曾祖母の一言で心が軽くなったように、ただ話を聞いて、受けとめてくれて、

「よく頑張っているね。」
と声をかけてくれる存在があったら、貴い命を救えるかも知れません。
私にはもう一人、長く民生委員をして地域のために力を尽くした母方の祖母がいます。一緒に暮らしてはいないのですが、夏休みなどに遊びに行くと、いろいろな話を聞かせてくれます。その中で私の心を強く打ったのは、虐待をした親の立ち直りを助けた話です。

虐待をしてしまった親の更正を図るためには日常の声かけや見守りが大切だそうです。その人を否定せず、過ちを犯してしまったことに対しても、

「大変だったね。」
と共感することが大切なのだそうです。そして、がんばりを認め、ほめてあげると、親は誰かが見守ってくれている、という安心感がもて、気持ちにゆとりが生まれ、それが子どもによい環境を与えるのだそうです。
一方で子ども達と信頼関係を結ぶのも大事だそうです。朝の声かけ運動を通じて顔見知りになっておく、卒業しても年賀状のやり取りなどでつながりをもつ、こうした地道な取り組みを続けた祖母を、私は誇りに思います。

「人はとても弱い生き物だ。」

と、以前何かの本で読んだことがあります。鋭い牙も速く走れる足も高く飛べる翼ももたない人の能力は、他の生き物と比べものにならないほど低い、だから人は進化の過程で、「集団で生活すること」を選んだのだ、と。
私は、人間同士が助け合うとは「共感すること」だと考えます。不安な気持ちを聞いてもらうだけでも心は救われます。身近な人と助け合って生活する、それが悲しい事件を減らす第一歩だと思います。

曾祖母は私たち兄弟のことを一番大事だ、と言ってくれます。とても嬉しいです。私は曾祖母から受けた愛情を、祖母のように、身近な人々へ広めていきたいと思っています。
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